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採択の理由（輪之内町：小学校） 

種目 発行者 理   由 

国
 

語
 

光
 

村
 

書名＜国語＞ 

 単元で身に付ける力や学習の手順が、児童に分かりやすい言葉で記され

ている。さらに、学習活動についての説明や具体例が手順に対応して示さ

れ、児童が主体的に学習を進める中で活動を充実させ、学びを深めること

ができるよう配慮されている。 

 西濃地区の指導に求められている「読書指導の充実」について、読書が

必要な知識や情報を得るための重要な活動であることを理解できる単元が

設けられている。また、様々な単元で児童が手に取りやすい図書を紹介し

たり、実際に図書館を活用できるようにしたりして、主体的に読書に親し

むことができるよう配慮されている。 

書
 

写
 

東
 

書
 

書名＜新しい書写＞ 

正しく整った文字を書くことができるために必要な知識・技能を「書写

のかぎ」として各学年に設定している。また、「見つけよう」「確かめよう」

「生かそう」「振り返って話そう」という学習の流れを明確にして、書写の

資質・能力をバランスよく身に付けられるよう配慮されている。 

西濃地区の指導に求められている「実生活に生きて働く指導」を行うに

あたり、「委員会活動を伝えるリーフレットを作ろう」等の内容が位置付い

ており、実際に学校生活の中で行っている活動紹介で、児童にとって必然

ある活動に書写で学んだことを生かすことができるよう工夫されている。 

社
 

会
 

東
 

書
 

書名＜新しい社会＞ 

 単元を通して【つかむ→調べる→まとめる→いかす】で構成し、単位時

間の役割や方向性を明示することで、児童が見通しをもって主体的・対話

的に学ぶことができるよう工夫されている。また、単元終末に多様な形態

の発展的学習を位置付ける等、体験的・作業的に学ぶことができ、学びを

深めていくことができるよう工夫されている。 

 西濃地区の指導に求められている「見方・考え方を働かせる学習過程の

工夫改善を図る」ために、「まなび方のコーナー」が位置付き、図や具体的

な資料の読み取り方・捉え方などの説明が詳しく掲載されているなどの配

慮がなされている。 
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種目 発行者 理   由 

地
 

図
 

帝
 

国
 

書名＜楽しく学ぶ 小学生の地図帳＞ 

 入門期に有効な「広く見わたす地図」から順に、各地図や資料図が系統

的かつ発展性のある配列となっている。地図のしくみや活用の仕方が身に

付く作業的な学習が位置付けられ、地図を活用する知識・技能を習得する

ことができるように工夫されている。 

 西濃地区の指導に求められている「課題解決に向けて児童が自ら求めて

地図帳を活用する指導」を行うにあたり、資料図が豊富に掲載されており、

児童が地図とその他の資料を比較・関連付けやすいよう、掲載の方法が工

夫されている。また、個の学習状況に応じて資料を選び学習を進められる

よう、よく配慮されている。 

算
 

数
 

大
日

本
 

書名＜たのしい算数＞ 

計算の仕方を考える学習を、「じっくり深く学び合おう」と設定し、写真

を扱いながら板書の様子、式や図を読み取る活動や友達の発言に付けたし

をする様子、解決方法を比較検討する様子などが示され、対話的な学びを

促し、学びが深まるよう配慮されている。 

西濃地区の指導に求められている「ＩＣＴやデジタルコンテンツを活用

した学習活動の充実」を図るために、デジタルコンテンツが豊富に用意さ

れ、ＩＣＴ機器を活用して知識・技能が定着するよう配慮されている。プ

ログラミング教育は第１学年から位置付き、系統的にプログラミング的思

考を身に付けるよう配慮されている。 

理
 

科
 

東
 

書
 

書名＜新しい理科＞ 

単元の導入では児童自ら課題意識をもつことができるよう、学習内容に

関わる体験や写真などの資料が位置付けられている。また考察の場面にお

いて、児童の思考の流れを基に対話の具体例が示され、児童が多様な考え

を出し合いながら問題解決できるよう配慮されている。 

西濃地区の指導に求められている「現代的な諸課題に対応して求められ

る資質・能力を育成する教育を推進する」ために、自然災害との関連では

災害についての理解だけでなく、危険予知について考える学習を位置付け

るなど、児童が自分のこととして防災・減災について考えることができる

よう配慮されている。 
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種目 発行者 理   由 

生
 

活
 

東
 

書
 

書名＜新しい生活＞ 

 資質・能力の３つの柱を育成するにあたり、イラストの人物の吹き出し

や表現作品等で、知識・技能に関すること、思考力・判断力に関すること、

学びに向かう力に関する今後の願いが示されており、見通しをもって育成

できるように工夫されている。 

 西濃地区の指導に求められている「児童の実態から単元指導計画を見直

し、繰り返し対象に係る指導の充実を図る」ために、単元終末の活動とし

て幼稚園児と遊ぶ活動が紹介されたり、発展的な活動として家族との交流

を促す働きかけが示されたりするなど、学校以外でも学習の意欲が継続す

るよう工夫されている。 

音
 

楽
 

教
 

芸
 

書名＜小学生の音楽＞ 

 各題材に、「歌唱」「器楽」「音楽づくり」「鑑賞」の４つの分野が組み合

わされ、「音楽で心の輪を広げよう」から順に学習を進めていく構成が統一

されており、児童の発達の段階に応じて、音楽的な見方・考え方を働かせ

ながら、学習を積み重ねていくことができるよう配慮されている。 

 西濃地区の指導に求められている「音楽文化を継承・発展・創造してい

こうとする態度の育成を図る」ために、わらべ歌やお囃子、民謡等の曲を

６年間で合計４３曲が掲載されており、曲に合った歌い方や演奏の仕方な

ど、各題材で関連付けて学ぶことができるように配慮されている。 

図
画

工
作

 

日
 

文
 

書名＜図画工作＞ 

 技法や用具の扱い方が段階的に身に付くよう、児童の発達の段階に基づ

いて各学年の題材がバランスよく配置され、系統性・発展性が考慮されて

いる。また、他教科との関連性について具体的な事例が示され、図画工作

と他教科等で学んだ内容を相互に活用できるよう配慮されている。 

 西濃地区の指導に求められている「補充的な学習及び発展的な学習など、

個の学習状況に応じた指導の充実を図る」ために、素材や場所に応じて多

様な活動の様子を例示したり、表現活動を広げる吹き出しや、思考を促す

コメントが随所に挿入されたりするなど、個の表現がより深まるよう工夫

されている。 
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種目 発行者 理   由 

家
 

庭
 

東
 

書
 

書名＜新しい家庭＞ 

家庭科の見方・考え方を「家庭科の窓」として設定し、全題材が問題解

決的な学習が行える構成で展開され、見通しをもって学びを深め、実生活

に活用できるよう工夫されている。また、豊富な資料により基礎的・基本

的な知識及び技能の定着を図るよう配慮されている。  

西濃地区の指導に求められている「消費者教育などの現代的な諸課題へ

の取組を充実させる」ために、売買契約の成立が図式化されて基本的な知

識や態度が身に付くよう配慮されている。また消費生活が環境に与える影

響についても扱っており、消費者の役割についても学ぶことができるよう

配慮されている。 

保
 

健
 

東
 

書
 

書名＜新しい保健＞ 

身近なけがの種類をあげ、手当ての方法や意図が視覚的に分かるよう提

示してあり、理解しやすくなっている。また、手当ての実習ができるよう

にするなど、習得した知識を活用しながら技能の定着を図ることができる

よう配慮されている。どの単元も学習過程が４つのステップで構成されて

おり、児童の主体的な学びを促す工夫がされている。 

西濃地区の指導に求められている「自ら健康課題を克服していく指導の

工夫改善を図る」ために、生活の実態に応じた安全に関する内容や心身の

健康に関わる写真や資料が豊富にあり、より身近な課題としてとらえられ

るよう工夫されている。 

英
 

語
 

東
 

書
 

書名＜NEW HORIZON  Elementary English Course＞ 

主体的に学習できるよう、４技能５領域が満遍なく配列され、特に５領

域の力をバランスよく身に付けられるよう指導過程が示され、全単元が同

じ指導過程で配列されている。このため、英語を専門としない教師にとっ

ても指導しやすいよう配慮されている。 

 西濃地区の指導に求められている「現代的な諸課題に対応して求められ

る資質・能力を育成する教育を推進」するために、伝統や文化に関する話

題を取り上げ、世界に日本のよさを発信できるよう工夫されている。日本・

世界を扱う単元が身近な話題として取り上げられ、ふるさとや郷土を愛す

る心が育成できるよう配慮されている。 
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種目 発行者 理   由 

道
 

徳
 

光
 

文
 

書名＜小学道徳 ゆたかな心＞ 

 全学年、巻頭にオリエンテーションを配置し、「どのようなことをどのよ

うに学ぶのか」を明らかにし、道徳性を養う意義を児童が理解し、目的意

識をもって主体的に学習に取り組めるよう配慮されている。また、どの教

材でも、児童が常に「問い」をもって授業に臨むことができるように工夫

されている。 

 西濃地区の指導に求められている「現代的な諸課題に対応して求められ

る資質・能力を育成する教育を推進」するために、全学年に「情報モラル」

のコーナーが位置付き、第１学年からスマートフォンやタブレットなどの

情報機器を使うときの約束について学べるよう配慮されている。 
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採択の理由（輪之内町：中学校） 

 

種目 発行者 理   由 

国
 

語
 

光
 

村
 

書名＜国語＞ 

 「単元を貫く言語活動」を通した学習を行うための手順が、単元の最初

や終わりに具体的に記されており、学習の見通しや目的意識をもって学習

を進められる構成になっている。「Ｃ読むこと」領域においても、「単元を

貫く言語活動」と単位時間の学習活動を関連付け、目的をもって読むこと

ができるよう、よく配慮されている。 
 西濃地区の指導に求められている、「日常生活や社会生活に生きる国語の

能力」を身に付けるために、学習のねらいに即した必然性のある言語活動

が設定されている。また、既習事項を活用して課題が解決できるよう配慮

されている。 

書
 

写
 

東
 

書
 

書名＜新しい書写＞ 

生徒が自ら学習を進めるために、学習の仕方が示され、書写学習を系統

立てた編集の工夫がある。基礎的・基本的な知識・技能について、詳細で

分かりやすい説明や図が豊富で、補充的な学習及び発展的な学習や活動に

つながる内容である。 
西濃地区の指導に求められている、「主体的な課題解決の過程」を実現す

るために、点画を擬音語で分かりやすく示すことで自分で練習できるよう

にしたり、紙を折って手本と比べる頁を設定したりして、生徒自身が課題

解決できる力を培うよう配慮されている。 

社
会

 
地

理
的

分
野

 

東
 

書
 

書名＜新しい社会 地理＞ 

各単元の最初に、小学校での学習事項を用語や写真で振り返る活動を設

け、小中の学習がスムーズに接続できるように配慮されている。また、写

真、グラフ、地図などの資料を効果的に配置し、資料を読み取る視点を適

切に示すことで、一つの事象を多面的・多角的に考察する力が身に付くよ

う工夫されている。 
 西濃地区の指導に求められている、「今日的な課題に対する授業実践の推

進」を実現するために、豊富な写真やグラフに加え、インタビュー形式の

資料もあり、学習意欲だけでなく社会への関心も喚起するよう配慮されて

いる。また、実際の都市を例示し、地域の将来像を考える視点を示すなど、

身近な地域の課題点について考えることができるよう配慮されている。 
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種目 発行者 理   由 

社
会

 
歴

史
的

分
野

 

東
 

書
 

書名＜新しい社会 歴史＞ 

小学校の学習と関連付けた内容や年表の配置に工夫があり、時代の特色

が理解しやすく、歴史事象のつながりが分かりやすい構成となっている。

また、歴史用語の解説に配慮されており、主体的な学習を行う際、とても

活用しやすい構成となっている。地域教材に配慮がなされ、岐阜県に関係

する資料や記述が多いのが特徴である。 
 西濃地区の指導に求められている、「子どもの中の問いが連続させる展

開」を実現するために、章のはじめに年表形式で前章の学習内容のまとめ

やこれから学習する歴史上の出来事の流れが分かりやすく掲載されてい

る。また、小学校で学習した内容を時代に沿って載せ、既習内容を基にし

ながら新しい章の学習内容が見通せるよう配慮されている。 

社
会

 
公

民
的

分
野

 

東
 

書
 

書名＜新しい社会 公民＞ 

我が国や世界が抱える諸課題について考察し、解決の方法を考える力を

育成するために、多様な言語活動がなされるよう構成され、多面的な思考

力、公正な判断力、豊かな表現力を身に付けられるよう配慮されている。

急速に変化する現代社会に対応し、より良い国家や社会を構築する力を育

成するために、主体的な社会参画への意識や態度を養えるよう工夫されて

いる。 
西濃地区の指導に求められている、「今日的な課題に対する授業実践の推

進」を実現するために、今日的な課題について身近な事例を取り上げたり、

資料の着眼点や考えるポイントを示したりして、主体的に学習することが

できるよう配慮されている。 

社
会

 
地

 
図

 

帝
 

国
 

書名＜中学校社会科地図＞ 

本格的な地図帳を初めて手にする中学生を考慮し、鳥瞰図や大観図、衛

星画像を多用して、地形や自然などの特色が大観できるよう工夫されてい

る。また、比較しやすいように縮尺を統一した地図や資料図を多数用意し

たり、他分野でも活用できるように関連資料を掲載したりするなどの配慮

がなされている。 
西濃地区の指導に求められている、「歴史や公民の授業において、常に地

図帳を手元に置いて地図帳を活用する」ために、主な歴史地名や事項等を

地図中に掲載して、歴史的分野と関連する事柄を示したり、各地方共通で

「防災」「文化」「自然環境」の視点から資料が掲載したりして、課題解決

に向けた自分の考えの根拠として、地形や距離に着目したり、周辺の環境

から判断したりすることができるよう配慮されている。 
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種目 発行者 理   由 

数
 

学
 

大

日

本 

書名＜数学の世界＞ 

 生徒も教師も学習の見通しがもてるよう、見開きを基本とし、１単位時

間で学習する内容が一目で分かる編集になっている。説明し合う活動を位

置付け、確かな思考力･表現力を育成するように構成されている。また、補

充や確認問題だけでなくプラスワン問題もあり、難しい問題にも取り組め

るようになっており、習熟度に応じた発展的な学習ができるよう、配慮さ

れている。 
 西濃地区の指導に求められている、「生徒が主体的・対話的で深い学びに

つながる数学的活動を仕組む」ために、単元の構成が生徒の思考の流れに

沿って、学ぶ必然が生まれるよう配慮されている。また、説明し合う活動

や互いの考えを紹介し合う活動を取り入れ、生徒が興味・関心をもって伝

え合えるよう配慮されている。 

理
 

科
 

東
 

書
 

書名＜新しい科学＞ 

全国学力・学習状況調査で示された活用の４つの視点について「考察し

よう」「話す」等のマークで対応し、ねらいをもって学習できるよう工夫さ

れている。さらに問題解決の過程が明確に示してあり、誰もが考えをもっ

て主体的に取り組めるよう配慮されている。 
西濃地区の指導に求められている、「理科を学ぶ意義や有用性を実感でき

る生徒を育成する」ために、身のまわりで見られる様々な現象から必然性

のある課題を取り上げ、問題解決的な展開となるよう配慮されている。ま

た、生徒に身近な活動や素材、結果が分かりやすく扱いやすいものを掲載

し、知的好奇心や学習意欲の喚起につながるよう配慮されている。 

音
楽

 
一

 
般

 

教
 

芸
 

書名＜中学生の音楽＞ 

表現及び鑑賞に関する能力を育成するために、学習内容と各教材との関

係や３つの分野を横断した関連が分かりやすく示され、系統的・発展的に

学習できるよう配慮されている。〔共通事項〕を支えとし、学習目標とそれ

に迫る学習活動が具体的に示し、基礎的・基本的な知識・技能が確実に習

得できるよう配慮されている。 
西濃地区の指導に求められている、「言語と表現を用いて、『思いや意図

と願う表現』や『知覚・感受したこと』を伝え合う交流」を進めるために、

歌唱・創作・鑑賞の学習において、ワークシートや吹き出しがあり、思い

を言語にする段階が丁寧に位置付けられている。 
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種目 発行者 理   由 

音
楽

 
器

楽
合

奏
 

教
 

芸
 

書名＜中学生の器楽＞ 

主体的に学習に取り組むために、各楽器の音色に着目した名曲の鑑賞が

冒頭に位置付けられている。〔共通事項〕を窓口として楽器の特徴を感じ取

り理解しながら、基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けていくことが

できるよう、系統的・発展的に教材が配列されている。 
西濃地区の指導に求められている、「『音楽を形づくっている要素』を適

切に指導する」ために、それぞれの楽器の各部の名称や構造、楽器を持つ

姿勢と構え方、奏法の解説に加え、見せたい部分を焦点化した写真や図が

使用されており、より視覚的に捉えることができるよう配慮されている。 

美
 

術
 

日
 

文
 

書名＜美術＞ 

どの学年においても、Ａ表現（１）（３）及び（２）（３）の題材がバラ

ンスよく構成されている。生徒がねらいを意識しながら学習に取り組める

よう、題材ごとに「学びのねらい」を観点別にマークで示されている。教

科書がＡ４判より幅が広くつくられているため、文字や写真の配置や大き

さ、余白が適切である。さらに鑑賞題材では、和紙を使って紙質を変えた

ものも構成され、見せ方が工夫されている。 

西濃地区の指導に求められている、「生徒が学習に必然を感じることがで

きるような題材設定」をしていくために、題材の文頭には「日常生活・普

段・身近な」という言葉が使用され、生徒が自分たちの生活とのかかわり

をもつことができるよう配慮されている。 
保

健
体

育
 

東
 

書
 

書名＜新しい保健体育＞ 

単位時間の導入には、「今日の学習」と「やってみよう」が配置されてお

り、生徒が保健学習への興味・関心や意欲を高めることができるようにな

っている。また、「考えてみよう」では、それまでに習得した心身の機能や

健康な生活についての知識や教科書の図表を活用して、日常の場面を取り

上げてディスカッションを仕組むよう工夫されている。 
西濃地区の指導に求められている、「自分の生活を振り返りながら保健分

野の学習内容が大切なものであることを実感できるようにする」ために、

地域の保健・医療や社会の取組について、自分の健康を守るための保健・

医療機関の利用や各地域での取組を紹介しながら、健康について考えるこ

とができるよう配慮されている。 
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種目 発行者 理   由 

技
術

・
家

庭
 

技
術

分
野

 

東
 

書
 

書名＜新しい技術・家庭 技術分野＞ 

実践的・体験的な学習活動が重視され、「問題の発見」「設計」「製作」「評

価」のサイクルが示され、実習を通して、ＰＤＣＡの問題解決的な学習の

流れになっている。課題解決につながるヒントや写真、コメントが多く示

されており、生徒の試行錯誤や主体的な学習を進められるよう工夫されて

いる。 
西濃地区の指導に求められている、「技術の見方・考え方を常に働かせな

がら学ぶことができるようにする」ために、ガイダンスや章末において、

社会からの要求、安全性、環境負荷や経済性等から技術を評価し活用する

ことの大切さを示す資料があり、それらに着目して技術を最適化すること

ができるよう配慮されている。 

技
術

・
家

庭
 

家
庭

分
野

 

東
 

書
 

書名＜新しい技術・家庭 家庭分野＞ 

基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着を目指し、各編の導入で小

学校の学習内容とのつながりを明確にしたり、必要な編において「基礎技

能」ページを設け、写真等を用いて分かりやすく解説したりして、必要に

応じてそこに立ち返り、繰り返しや補充的な学習が進められるよう工夫さ

れている。また、失敗例や比較実験したものを写真等で示し、生活におけ

るトラブルを科学的に分析し、改善できるよう配慮されている。 
西濃地区の指導に求められている、「『生活の課題と実践』と小学校家庭

科で大切にされてきた過程実践との相違点を明確にして指導にあたる」た

めに、はじめに「生活の課題と実践の進め方」が示され、実践例では「課

題の発見」から「計画」「実践」「振り返り、見直し」「改善」「次の課題」

のサイクルが例示されているなど、学習が生活に結び付くよう配慮されて

いる。 

英
 

語
 

東
 

書
 

書名＜NEW HORIZON＞ 

単元ごとに目標が具体的に示されていることで、各パートの役割がより

明確になり、４技能を活用し、繰り返し言語活動を行うことで、基礎的・

基本的な知識・技能の習得を図り、終末の言語活動で活用できるように工

夫されている。また、「学び方コーナー」や「まとめと練習」が位置付き、

家庭でも進んで学習できるよう工夫されている。 

西濃地区の指導に求められている、「小中連携を基にして、小学校で培わ

れた素地を生かし、前学年、前単元の学習内容を意図的に使用できるよう

な言語活動を設定していく」ために、小学校外国語活動で慣れ親しんだ表

現を聞いたり話したりする入門期の活動が十分設定されているとともに、

３年間を通して系統的、発展的に言語活動の指導ができるよう配慮されて

いる。 


